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大企業の協力を得て排出削減事業排出削減事業を実施
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国内クレジット制度とは国内クレジット制度とは

国内クレジット制度は、中小企業等が大企業等から資金や技術・ノウハウ等の提
供を受け、協働（共同）でＣＯ２排出削減に取り組み、その削減分を売却できる仕
組みです。

資金・技術等を提供し、中小企業等と協働（共同）で
排出削減事業を行う

大企業等大企業等

中小企業等中小企業等中小企業等中小企業等

このような企業を排出削減事業共同実施者排出削減事業共同実施者
（以下：共同実施者共同実施者）といいます

このような企業を排出削減事業者排出削減事業者といいます

なお、自主行動計画に参加している事業者は排出削減事業者になることはできま
せん。

※産業・エネルギー転換、業務その他部門、運輸部門において、個別業種がＣＯ２の排出削減
計画を策定しており、このような個別業種単位の計画を自主行動計画といいます。

大企業等は、自主行動計画（※）の目標達成のために、中小企業等と共同で行っ

た排出削減事業のＣＯ２排出削減量（＝国内クレジット国内クレジット）を活用することができ
ます。

国内クレジット制度の意義国内クレジット制度の意義

国内クレジット制度の意義は以下のとおりです。

これまでＣＯこれまでＣＯ２２排出削減が進んでこなかった中小企業の他、農林業やサービス業排出削減が進んでこなかった中小企業の他、農林業やサービス業
など幅広い分野での排出削減を促進しなど幅広い分野での排出削減を促進します。ます。
国内のＣＯ国内のＣＯ２２排出削減の支援につながり、これまで排出削減の支援につながり、これまで京都メカニズムクレジット購京都メカニズムクレジット購
入入のために海外のために海外へ一方的にへ一方的に流出していた資金を国内に回帰させ流出していた資金を国内に回帰させます。ます。
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国内クレジット制度の関係者及び主な役割国内クレジット制度の関係者及び主な役割

国内クレジット制度では、排出削減事業者排出削減事業者と共同実施者共同実施者を中心に、以下のような
関係者がいます。

①① 国内クレジット認証委員会国内クレジット認証委員会
排出削減方法論や排出削減事業の承認、国内クレジットの認証を行います。

②② 審査機関審査機関
排出削減事業計画の審査や、排出削減量の実績確認を行います。

③③ ソフト支援実施機関ソフト支援実施機関
省エネの無料診断や事業計画書の無料作成支援、事業計画の審査費用の一部支援を
行います。

④④ その他関連事業者その他関連事業者
必要に応じて排出削減事業者・共同実施者の間を取り持ち、各種支援（排出削減事
業の計画・実施の支援、モニタリングの代行等）を通じて排出削減事業に携わりま
す。

ソフト支援実施機関ソフト支援実施機関審査機関審査機関

その他関連事業者その他関連事業者

・省エネの無料診断
・事業計画書の無料作成支援
・事業計画の審査費用の一部支援

・紹介等
・排出削減事業の計画・実施の支援
・モニタリングの代行
・省エネ機器の導入支援

・・・等

・排出削減事業計画の審査
・排出削減量の実績確認

国内クレジット国内クレジット

国内クレジット認証委員会国内クレジット認証委員会

・排出削減方法論の承認
・排出削減事業の承認
・国内クレジットの認証

［［大企業等大企業等］］
共同実施者共同実施者

（自主行動計画参加企業等）

［［中小企業等中小企業等］］
排出削減事業者排出削減事業者

（自主行動計画非参加企業等）

③③②②①①

④④
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• クレジットを売却できる。
• 大企業の技術・ノウハウを得られる。
• 省エネ設備の導入を進められる（エネルギーコストの低減に
つながる）。

• ＣＯ２排出削減に貢献できる。

• 国内クレジットを自主行動計画等の目標達成に活用できる。
• 改正省エネ法のもとでは、国内クレジット制度で認証を受け
た事業は、共同省エネルギー事業として簡易に報告できる。

排出削減事業の手続きの流れ排出削減事業の手続きの流れ

排出削減事業の手続きの流れは以下のようになります。

排出削減事業者排出削減事業者
【【中小企業中小企業等等】】

共同実施者共同実施者
【【大大企業企業等等】】

国内クレジット制度によるメリット国内クレジット制度によるメリット

審査機関による審査

②② 排出削減排出削減事業の承認申請事業の承認申請

①① 排出削減事業計画の策定排出削減事業計画の策定

③③ 事業の実施・モニタリング事業の実施・モニタリング

④④ 排出削減排出削減実績報告書の作成実績報告書の作成

⑤⑤ 国内クレジットの認証申請国内クレジットの認証申請

事業の継続

国内クレジット認証委員会における審議及び
排出削減事業の承認

審査機関による実績確認

国内クレジット認証委員会における審議及び
国内クレジットの認証
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①①－１－１ 排出削減事業計画の策定排出削減事業計画の策定

排出削減事業を始めるにあたり、中小企業等は「排出削減事業計画排出削減事業計画」（以下、事業計
画という）を立て、「排出削減事業計画書排出削減事業計画書」（以下、事業計画書という）を作成しま
す。

事業計画の策定は、

•排出削減事業の内容や排出削減量の計算方法を決める
•排出削減量を算定し、事業計画書を作成する
•審査機関に事業計画の審査を受ける

必要があります。

審査が終了すると審査機関から「審査報告書審査報告書」が発行されます。

事業計画の策定（事業計画書の作成）及び審査受審のための支援として、以下のよう
な支援策（ソフト支援）支援策（ソフト支援）が用意されています。

なお、平成２１年度にソフト支援実施機関の募集を行います。最新のソフト支援実施
機関についての情報は、巻末の【国内クレジット制度ホームページ】をご覧ください。

省エネの無料診断

中小企業等

省エネ方法が
わからない

ソフト支援実施機関

省エネやCO2排出削減に向けた、省エネの無料
診断を受診できます。

事業計画書の無料作成支援

計画計画

中小企業等 ソフト支援実施機関

排出削減事業の承認申請に必要となる「事業計
画書」の無料作成支援を受けることができます。

事業計画の審査費用の一部支援

審査機関

費用の一部を支援

ソフト支援実施機関

中小企業等

審査費用審査費用
審査機関による審査受審で必要となる審査費用
の一部について、支援を受けることができます。



②② 排出削減事業の承認申請排出削減事業の承認申請

作成した事業計画書を経済産業省に提出します。必要な書類等は以下のとおりです。

提出された事業計画書の内容は、国内クレジット認証委員会の審議を経て、排出削減
事業として承認承認されます。提出先は、巻末の【国内クレジット制度各種申請書類提出
先】をご覧ください。

データを保存した媒体
（CD・DVD等）

データを保存した媒体
（CD・DVD等）

正本１部

計画書

正本１部

計画書計画書

副本１部

計画書

副本１部

計画書計画書
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①①－－２２ 排出削減方法論排出削減方法論

排出削減事業は、国内クレジット認証委員会により承認された以下のような排出削減
方法論（以下、方法論という）に基づいて実施される必要があります。

承認された方法論の例承認された方法論の例

また、新規に申請して認められた方法論を用いて排出削減事業を実施することもでき
ます。なお、選択できる方法論は随時更新されます。
最新の方法論の確認は、巻末の【国内クレジット制度ホームページ】をご覧ください。
（ホームページには、排出削減アイデアについて具体的な事例を掲載しておりますの
で併せてご参照ください。）

③③ 事業の実施・モニタリング事業の実施・モニタリング

排出削減事業において、排出削
減量を算定するために必要な値
を計測・記録する必要があり、
これをモニタリングモニタリングといいます。

モニタリングの対象指標は、
方法論によって異なります。
（右の表をご参照ください。）

モニタリング対象指標の例モニタリング対象指標の例

ボイラーの更新 照明設備の更新 空調設備の更新 ・・・等

NewNewNew NewNew

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

0.68330.6833GgGg--C/10C/101010kcalkcal50.850.8MJ/kgMJ/kg

0.78110.7811GgGg--C/10C/101010kcalkcal38.238.2MJ/LMJ/L

1.02601.0260GgGg--C/10C/101010kcalkcal29.029.0MJ/kgMJ/kg

燃料計や、燃料供燃料計や、燃料供
給会社からの請求給会社からの請求
書をもとに書をもとに算定算定

炭素排出係数炭素排出係数
燃料を燃焼させた時の燃料を燃焼させた時の

単位発熱量単位発熱量
電力・燃料の使用量などの電力・燃料の使用量などの

活動量活動量

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

0.68330.6833GgGg--C/10C/101010kcalkcal50.850.8MJ/kgMJ/kg

0.78110.7811GgGg--C/10C/101010kcalkcal38.238.2MJ/LMJ/L

1.02601.0260GgGg--C/10C/101010kcalkcal29.029.0MJ/kgMJ/kg

燃料計や、燃料供燃料計や、燃料供
給会社からの請求給会社からの請求
書をもとに書をもとに算定算定

炭素排出係数炭素排出係数
燃料を燃焼させた時の燃料を燃焼させた時の

単位発熱量単位発熱量
電力・燃料の使用量などの電力・燃料の使用量などの

活動量活動量

LPGLPG

使用燃料の例使用燃料の例

モニタリングモニタリング

対象指標対象指標

石炭石炭

原油原油

燃料供給会社のスペックシートや、方法論で定め
られたデフォルト値を利用します。
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④④ 実績報告書の作成実績報告書の作成

モニタリングで収集したデータをもとに「排出削減排出削減実績報告書実績報告書」（以下、実績報告書と
いう）を作成します。実績報告書を作成する上でポイントとなるのは以下の３点です。

⑤⑤ 国内クレジットの認証申請国内クレジットの認証申請

「実績報告書実績報告書」と「実績確認書実績確認書」を添えて、国内クレジット認証委員会に提出し審議
を受けます。審議で認証を受けると、国内クレジット国内クレジットが発行されます。
提出先は巻末の【国内クレジット制度各種申請書類提出先】をご覧ください。

また、作成した実績報告書の確認を審査機関に依頼します。審査機関は内容を検証し、
「実績確認書実績確認書」を作成します。

排出削減事業によるＣＯＣＯ２２排出削減量排出削減量（上記３）は以下の３つの値から算出されます。

・ベースライン排出量・ベースライン排出量：排出削減事業を実施しなかった場合に想定されるＣＯ２排出量
・事業実施後排出量・事業実施後排出量：排出削減事業後に実際に排出されたＣＯ２排出量
・リーケージ排出量・リーケージ排出量：排出削減事業の範囲外で新たに発生したＣＯ２排出量

削減されたＣＯ２排出量は、

ベースライン排出量ベースライン排出量 －（事業実施後排出量＋リーケージ排出量）－（事業実施後排出量＋リーケージ排出量）

となります。

＝ベースライン
排出量 －

事業実施後
排出量

ＣＯＣＯ２２排出削減量排出削減量

リーケージ排出量

１．事業計画書と実際の
事業との変更点の有無

排出削減事業の範囲等が変更さ

れた場合、それを記載します。

３． 排出削減量
２． モニタリング対象指標

とモニタリング体制

モニタリング対象指標や、モ
ニタリングを行う担当者等を
記載します。

モニタリング活動担当者

事業実施後
排出量

ベースライン
排出量

ＣＯＣＯ２２

排出削減量排出削減量

リーケージ排出量・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

0.68330.6833GgGg--C/10C/101010kcalkcal50.850.8MJ/kgMJ/kg

0.78110.7811GgGg--C/10C/101010kcalkcal38.238.2MJ/LMJ/L

1.02601.0260GgGg--C/10C/101010kcalkcal29.029.0MJ/kgMJ/kg

燃料計や、燃料供燃料計や、燃料供
給会社からの請求給会社からの請求

書をもとに書をもとに算定算定

炭素排出係数炭素排出係数
燃料を燃焼させた時の燃料を燃焼させた時の

単位発熱量単位発熱量
電力・燃料の使用量などの電力・燃料の使用量などの

活動量活動量

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

0.68330.6833GgGg--C/10C/101010kcalkcal50.850.8MJ/kgMJ/kg

0.78110.7811GgGg--C/10C/101010kcalkcal38.238.2MJ/LMJ/L

1.02601.0260GgGg--C/10C/101010kcalkcal29.029.0MJ/kgMJ/kg

燃料計や、燃料供燃料計や、燃料供
給会社からの請求給会社からの請求

書をもとに書をもとに算定算定

炭素排出係数炭素排出係数
燃料を燃焼させた時の燃料を燃焼させた時の

単位発熱量単位発熱量
電力・燃料の使用量などの電力・燃料の使用量などの

活動量活動量

LPGLPG

使用燃料の例使用燃料の例

モニタリングモニタリング

対象指標対象指標

石炭石炭

原油原油



【国内クレジット制度各種申請書類提出先】

経済産業省 産業技術環境局 環境経済手法担当参事官付

住所：東京都千代田区霞が関１-３-１

TEL：03-3501-1511

E-mail：j-cdm@meti.go.jp

【国内クレジット制度ホームページ】

主な掲載内容

・国内クレジット制度の概要

・最新の排出削減方法論

・国内クレジットアイデア事例集100選

・審査機関の情報

・各種申請書類のダウンロード

・ソフト支援実施機関の情報

URL：http://jcdm.jp/

お問い合わせ先

【国内クレジット制度各種申請書類提出先】

経済産業省 産業技術環境局 環境経済手法担当参事官付

住所：東京都千代田区霞が関１-３-１

TEL：03-3501-1511

E-mail：j-cdm@meti.go.jp

【国内クレジット制度ホームページ】

主な掲載内容

・国内クレジット制度の概要

・最新の排出削減方法論

・国内クレジットアイデア事例集100選

・審査機関の情報

・各種申請書類のダウンロード

・ソフト支援実施機関の情報

URL：http://jcdm.jp/

お問い合わせ先
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